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 【目的】 
 本研究の目的は，在宅脳卒中患者の転倒を簡便に使用できる評価方法を用いて，退院
時から予測できるかどうかを検討することであった。  
【対象】 
平成 22 年から平成 24 年までに，厚生年金高知リハビリテーション病院でリハビリ
テーションを受けた脳卒中片麻痺患者 65 名とした。対象の取り込み基準は，(1)退院時
に病棟内歩行が自立していた患者（ Functional Independence Measure の歩行項目が 6
点以上），（2）退院時に Mini Mental State Examination が 24 点以上の患者，（3）対象
施設から退院後に自宅に復帰した患者，（4）退院 1 年後の転倒状況が把握できた患者で
あった。 
【方法】 
研究デザインは，後ろ向きコホート研究であった。転倒に関連すると考えられた退院
時の身体機能のデータをベースラインとして，退院後 1 年間の転倒との関連を診療録よ
りそれぞれ調査した。本研究で用いた退院時の身体機能は，麻痺側・非麻痺側の片脚立
位時間，麻痺側・非麻痺側の膝関節伸展筋力，10m 歩行速度の計 5 項目とした。 
転倒は，1 回でも転倒経験の有る患者を転倒群，転倒経験の無い患者を非転倒群に分
類し，退院時の身体機能との関連について対応のない t 検定を用いて検討した。次に，
Receiver-Operating-Characteristic 曲線を用いて cut-off 値を算出した。 
【結果】 
退院 1 年間の転倒者数は 65 名中 38 名（58.5%）であった。転倒群は，非転倒群と比
較して麻痺側の膝関節伸展筋力，麻痺側の片脚立位時間， 10m 歩行速度が有意に低値を
認めた（p＜0.05）．転倒の有無と麻痺側の片脚立位時間の ROC 曲線の回帰モデルの適合
性は，AUC が 0.92 であり，95％信頼区間は 0.85-0.99 であった。麻痺側片脚立位時間
4.5 秒を cut-off 値とした場合は，感度 85.2％，特異度 89.5％，陽性尤度比 8.11，陰
性尤度比 0.2 であった。 
【考察】 
在宅脳卒中患者の退院後 1 年間の転倒には，退院時の麻痺側の片脚立位時間が関連し
ており，麻痺側の片脚立位時間によって高い精度で転倒の予測が可能であった。麻痺側
の片脚立位時間は，簡便，かつ短時間に測定が可能であり，評価を行う時間が確保でき
ない臨床現場においても，退院後の転倒予測として用いることができると考えられた。
本結果で得られた cut-off 値は，脳卒中患者の退院後の転倒予防を目的とした入院時の
運動療法の目標設定や，退院後の環境整備の必要性を検討する資料として利用できる。 
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